
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
本
市
に
と
り
ま
し
て
、
新
た
な
10

年
に
向
け
た
幕
開
け
の
年
で
あ
り
、
極
め
て

重
要
な
出
来
事
が
目
白
押
し
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

３
月
に
は
、
甑
島
が
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
、
４
月
に
は
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

「
阿
久
根
川
内
道
路
」の
新
規
事
業
化
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
末
か
ら
11
月
中
旬
に
か
け
て
は
、「
第

30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
５
事
業
が

行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
来

場
者
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
31
日
、「
全
国
は
ん
や
の
祭
典
」を
皇
太

子
殿
下
が
ご
観
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
本
市
の
歴
史
に

輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
川
内
原
子
力
発
電
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
九
州
電
力
に
、
引
き
続
き
安
全

確
保
を
最
優
先
と
し
た
運
転
な
ら
び
に
安
全

性
向
上
の
た
め
の
不
断
の
取
り
組
み
を
強
く

要
請
す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
、
事
業
者

の
管
理
・
監
督
を
含
め
た
規
制
体
制
の
充
実

強
化
お
よ
び
原
子
力
防
災
体
制
の
充
実
に
向

け
た
継
続
的
な
支
援
を
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
整
理
し
、

避
難
計
画
を
始
め
と
す
る
原
子
力
防
災
計
画

の
実
効
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
よ
う
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
進
め
て
い
る
、
川
内
駅
東
口

の
に
ぎ
わ
い
の
核
と
な
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
本
構
想
の

策
定
に
続
き
、
本
年
は
、
施
設
の
規
模
や
機

能
な
ど
を
整
理
し
、
早
期
事
業
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
が
昨
年
３
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た

第
２
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
で
は
、｢

安

全
・
安
心｣｢

活
力｣｢

共
生｣｢

行
財
政｣

の
４

つ
の
柱
を
基
本
理
念
と
し
、
将
来
都
市
像
で

あ
る「
人
と
地
域
が
躍
動
し
安
心
と
活
力
の

あ
る
ま
ち　

薩
摩
川
内
」の
実
現
に
向
け
て

ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

　

と
り
わ
け
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」に
基
づ
く
総
合
戦
略
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
地
域
や
事
業
者
と
の
連
携
・
協
力

を
図
り
な
が
ら
、
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化
の
推
進
、

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
展
開
、
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
、
本
市
の
活
性
化
、
経
済

浮
揚
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、

本
年
も
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

　「安」の１字に象徴された平成27年。
　このコーナーでは、平成27年１月から12月
までにあった本市の主な出来事を、抜粋して
掲載します。

平成27年

Satsuma
sendai

topics 04

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
進
展　

　４月、産学
官連携によ
る独立電源
型ＬＥＤ灯
「スマコミラ
イト」の導入
完了を記念
する式典を
開催しまし
た。これは、太陽光発電と蓄電池を備えた「メ
イドイン薩摩川内」のＬＥＤ灯で、日没に自動
点灯する仕組みです。
　11 月、甑島の旧浦内小学校に、電気自動車
の蓄電池を再利用した大型蓄電設備と太陽光
発電が完成し、次世代エネルギー導入拡大を
検証する事業がスタートしました。
　また同月、本市中越パルプ工業㈱川内工場
において、国内最大級の木質バイオマス発電
施設が本格稼働しました。これまで利用され
ていない低質の木材などが有効利用されるこ
とで、関連産業への雇用が期待されています。

Satsuma
sendai

topics 02

甑
島
が
国
定
公
園
に
指
定

　３月、甑島が国定公園に指定されました。
西海岸の壮大な断崖や恵み豊かな自然環境な
どが評価されたものです。本市内で記念式典
が開催され、600 人を超える参加者がこの快
挙を祝いました。これに伴って、観光を軸と
した地域振興を推進するため「甑島ツーリズム
推進協議会」が設立され、その所管課となる「甑
はひとつ推進室」も新設されました。

Satsuma
sendai

topics 01

Satsuma
sendai

topics 03

国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま

２
０
１
５
を
開
催

「
川
内
隈
之
城
道
路
」全
線
開
通

「
阿
久
根
川
内
道
路
」事
業
化
決
定

　10 月 31 日（土）から 11 月 15 日（日）にか
けて、県内各地で国内最大の文化の祭典が開
催され、本市では５つの事業を実施しました。
　初日には、皇太子殿下をお迎えし、「全国は
んやの祭典」の一幕をご観覧いただきました。

　３月、南九州西回り自動車道「川内隈之城道
路」の薩摩川内高江ＩＣ～薩摩川内都ＩＣ間
6.7㎞が開通し、薩摩川内水引ＩＣから鹿児島
ＩＣまでつながりました。この開通により、
国道３号の混雑緩和などが図られました。
　また、４月には、同自動車道「阿久根川内
道路」（薩摩川内水引ＩＣ～阿久根ＩＣ間 22.4
㎞）の事業化も決定しました。物流、観光、救
急医療など、様々な分野での効果が期待され、
一日も早い全線開通が望まれます。
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